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本
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
興
味
尽
き
せ
ぬ
多
く
の
謎
が
き
わ
め
て
自

然
に
提
供
さ
れ
、
具
体
的
に
、
わ
か
り
や
す
く
解
か
れ
て
お
り
、
歴
史

の
面
白
さ
を
味
わ
わ
せ
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

ち
な
み
に
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
を
わ
ず
か
五
年
あ
ま
り
で
去
っ
た
彼
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
宮
廷
の
侍
医
に
な
っ
て
活
躍
し
た
が
、
解
剖
学
に
つ
い
て

も
情
熱
を
持
ち
続
け
、
一
五
五
五
年
に
は
改
訂
版
を
出
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
次
の
次
の
教
授
で
あ
る
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
の
死
（
一

五
六
一
）
の
後
に
、
も
う
一
度
解
剖
学
の
教
授
に
復
帰
し
た
い
と
欲
し

た
が
果
た
さ
ず
、
イ
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地
か
ら
の
帰
途
、
ザ
ン
テ
島

（
現
在
の
ザ
キ
ン
ト
ス
島
）
で
、
四
九
歳
（
ザ
ン
テ
島
に
あ
る
墓
石
に
は
五
八

歳
と
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
）
で
孤
独
な
死
を
遂
げ
る
な
ど
、
後
半
の
足

跡
に
も
謎
が
多
い
。

肩
を
凝
ら
さ
な
い
で
読
め
る
、
や
や
小
型
（
Ｂ
六
判
）
の
本
書
を
一
読

す
れ
ば
、
優
れ
た
解
剖
学
者
、
組
織
細
胞
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
深

い
学
識
と
教
養
と
慧
眼
を
備
え
た
著
者
が
、
遠
い
昔
の
古
書
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
繰
り
、
多
く
の
文
献
を
渉
猟
し
、
歴
史
的
な
背
景
を
よ
く
調
査

し
て
書
か
れ
た
名
著
で
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
頂
け
よ
う
。

解
剖
学
や
医
学
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
は
も
と
よ
り
、
医
学
生
、

医
師
、
自
然
科
学
の
研
究
者
、
一
般
の
方
々
な
ど
に
広
く
お
す
す
め
し

た
い
本
書
は
、
人
間
の
創
る
自
然
科
学
が
、
ど
の
よ
う
な
フ
ァ
ク
タ
ー

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
曲
折
を
経
て
発
展
し
て
ゆ
く
か
の
生
き
た
実
例

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
医
学
生
に
と
っ
て
は
、
必
読
の

教
養
害
で
あ
る
。

本
書
を
ひ
も
ど
く
と
き
、
医
学
、
解
剖
学
の
発
展
に
革
命
的
な
影
響

を
与
え
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
や
エ
ピ
ト
メ
ー
が
、
突
然
無

か
ら
有
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
が
古
代
か
ら
の
ガ
レ
ノ
ス
や
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
や
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
ら

の
解
剖
学
を
よ
く
学
び
、
そ
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
自
ら
の
手
を
汚

し
自
ら
の
眼
で
つ
ぶ
さ
に
人
体
を
観
察
し
た
結
果
、
い
わ
ば
人
類
の
築

い
て
き
た
学
問
を
、
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
解
剖
的
観
察
に
よ
っ

て
止
揚
（
四
口
守
８
２
）
し
た
結
果
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
具

体
的
に
理
解
で
き
よ
う
。

蛇
足
な
が
ら
、
最
近
、
日
本
の
若
い
世
代
の
教
育
に
お
い
て
、
個
性

と
か
独
創
性
と
い
う
言
葉
が
誤
用
さ
れ
て
、
基
本
的
な
学
問
の
修
得
を

軽
視
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
、
私
は
悲
し
む
。

独
創
性
や
個
性
は
、
決
し
て
無
か
ら
生
ず
る
の
で
な
く
、
普
遍
的
な

基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
そ
の
上
に
立
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
本
書
か
ら
具
体
的
に
学
び
取
っ
て
ほ
し
い
。

と
も
あ
れ
、
楽
し
く
読
め
る
、
示
唆
に
富
ん
だ
、
素
晴
ら
し
い
本
で

あ
る
。

（
藤
川
尚
男
）

〔
筑
摩
書
房
”
東
京
都
台
東
区
蔵
前
二
’
五
’
三
、
平
成
十
一
年
十
月
十
二

日
、
Ｂ
６
判
、
一
九
八
頁
、
本
体
一
、
二
○
○
円
〕

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
著

「
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
か
ら
日
本
こ

本
書
は
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
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ム
バ
ー
ガ
ー
（
日
常
会
話
で
は
シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
だ
が
、
改
ま
っ
て
書
く
と

き
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
で
、
本
書
で
は
常
に
そ
う
書
い
て
あ
る
）
の
伝
記
で

あ
る
。
し
か
し
日
本
で
は
一
六
四
九
年
彼
が
江
戸
に
滞
在
し
た
一
○
ヶ

月
間
と
、
次
に
使
節
団
に
同
行
し
て
江
戸
に
来
た
時
の
こ
と
し
か
わ
か

っ
て
い
な
い
。
彼
の
幼
少
年
期
の
こ
と
や
、
一
六
五
○
年
代
半
ば
に
帰

国
し
て
か
ら
の
後
半
生
の
こ
と
は
、
本
書
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
い
え
る
。
彼
が
少
年
期
の
頃
、
外
科
医
の
免
状
交
付
を
め
ぐ
っ
て
床

屋
と
風
呂
屋
が
競
い
合
っ
て
い
た
。
彼
は
理
髪
外
科
医
の
道
を
選
び
、

免
許
取
得
後
は
北
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
廻
っ
て

修
行
し
、
つ
い
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
東
ド
イ
ツ
会
社
に
職
を
得
た
。

彼
は
大
変
な
困
難
を
乗
り
切
っ
て
バ
タ
ビ
ア
ヘ
着
い
た
。
社
命
で
東
イ

ン
ド
諸
国
を
巡
っ
た
の
ち
一
六
四
九
年
に
日
本
に
赴
任
し
た
。

シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
が
初
め
て
江
戸
へ
来
た
時
、
将
軍
家
光
は
病
床
に

あ
っ
た
。
シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
は
西
洋
の
技
術
や
医
学
に
関
心
を
持
つ
大

目
付
井
上
筑
後
守
政
重
に
注
目
さ
れ
、
使
節
団
が
長
崎
へ
引
き
上
げ
た

後
も
幕
府
の
要
請
で
一
○
ヶ
月
も
江
戸
に
と
ど
ま
り
、
幕
府
高
官
の
治

療
や
、
持
参
し
た
薬
品
の
説
明
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
他
彼
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
通
詞
猪
俣
伝
兵
衛
が
幕
府
の
指
示
を
受
け
て
報
告
書
を
ま
と

め
て
お
り
、
そ
の
写
本
が
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
台
本
と
な
っ
た
。
カ
ス

パ
ル
流
外
科
の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
河
口
良
庵
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
を
本
書
は
伝
え
て
い
る
。

一
○
年
余
り
東
ア
ジ
ア
で
活
躍
し
た
シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
は
一
六
五
○

年
代
半
ば
頃
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
帰
郷
を
決
心
し
た
。
彼
は
生
地
ラ
イ

プ
ッ
ィ
ヒ
ヘ
帰
り
、
外
科
医
を
や
め
て
、
よ
り
よ
い
収
入
と
名
声
を
得

ら
れ
る
商
人
と
い
う
職
を
得
た
。
市
民
社
会
へ
の
社
会
復
帰
は
成
功
し

た
。
彼
は
あ
る
商
人
の
未
亡
人
と
結
婚
す
る
が
、
彼
女
が
数
年
後
に
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
市
の
参
事
会
員
の
娘
と
結
婚
し
た
。
彼
の
社
会
的
地

位
が
向
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
生
ま
れ
た
長
男
は
医
学
部
教
授
に
な
り
、
後
に
は
学
長
と
な

っ
た
。
そ
の
頃
シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
家
の
邸
は
市
の
面
積
の
三
分
の
一
に

お
よ
び
、
富
と
繁
栄
を
表
し
て
い
る
。
彼
は
、
異
例
の
長
寿
を
全
う
し

て
一
七
○
六
年
し
死
去
し
た
。
一
家
は
短
期
間
に
高
い
地
位
に
上
り
つ

め
た
が
、
落
ち
る
の
も
早
か
っ
た
。
教
授
に
な
っ
た
子
が
五
十
代
で
死

に
、
孫
達
も
早
逝
し
て
、
娘
達
は
他
の
地
域
へ
嫁
い
だ
た
め
、
シ
ャ
ム

バ
ー
ガ
ー
一
家
の
名
前
は
十
八
世
紀
半
ば
頃
に
は
市
民
台
帳
か
ら
消
え

た
。

著
者
が
シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
に
つ
い
て
初
め
て
発
表
し
た
の
は
、
第
八

○
回
日
本
医
史
学
会
（
熊
本
、
著
者
が
会
長
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き

シ
ャ
ム
バ
ー
ガ
ー
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
は
な
く
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
戸
籍
が
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
に
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
れ
か
ら
短
期

間
に
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
や
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
、
多
数
の
資
料
を
発
見
・
収

集
し
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
い
き
さ
つ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
念
な

が
ら
本
書
は
Ｏ
Ａ
Ｇ
の
出
版
で
あ
る
た
め
（
筆
者
も
会
員
）
難
解
な
ド
イ

ツ
語
で
あ
る
。
速
や
か
に
和
訳
が
出
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
鹿
子
木
敏
範
）
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